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　ロータリーソング　「我等の生業」

◎本日の出席状況

　出席：32 名（30 名）中　 20 名　66.67％

　欠席：守屋・中村・大原・瀧・中村・平山・輪湖・斉藤（守）・斉藤（英）・松本・（藤井・織戸）各会員

◎ゲスト：国際ロータリー第 2790 地区ガバナー：寺嶋　哲生様（柏 RC）

　　　　　　　　　　　　　  〃　地区幹事長：神野　美明様（柏 RC）

　　　　　　　　　　　　　  〃　地区幹事：井上　英博様（柏 RC）

　　　　　　　　　　　　　  〃　第２分区ガバナー補佐：国分　裕二様（みなと RC）

◎ビジター：東京中央 RC：金子　研一様

◎退 会 者：橋岡　佐喜男会員（死亡）

◎ガバナーの卓話

ガバナー訪問集合写真
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山﨑会長

　例会開催の前にとても残念なお知らせを、会員の皆様へご報告をしなければなりません。

　８月８日に橋岡佐喜男会員が、事故によりお亡くなりになりました。

　ご遺族のご希望により、家族葬をご希望されています、クラブでは慶弔規程により、香典５万円と生花を

船橋東ロータリークラブ名で送らせていただきます。

　本日は寺島ガバナーの公式訪問です、神野地区幹事長、井上地区幹事本日はどうぞ宜しくお願いします。

　例会終了後にクラブ協議会を開催致します、発表をされます統括委員長の皆様宜しくお願いします。

鈴木副幹事

（ガバナー公式訪問例会）

１．例会変更のお知らせ：船橋西 RC

　・８月 11 日（金）は祝日の為休会

　・８月 25 日（金）の例会は移動納涼例会の為変更

　　日　時：８月 24 日（木）　点鐘：17：30

　　場　所：ZOZO マリンスタジアム

２．新人歓迎例会について

　　日　時：８月 31 日（木）　受付：18：00　点鐘：18：30

　　場　所：シダックス船橋北習志野クラブ

　　会　費：3,000 円（その他クラブより 2,000 円）

　　◎本日最終確認をいたします。ご案内書も配布いたします。集金もよろしくご協力ください。

３．親睦旅行のお知らせ　案内書配布

　　日　時：10 月 12 日（木）～ 13 日（金）１泊２日

　　集　合：午前７：30（時間厳守）　東京駅東海道新幹線乗り場

　　場　所：浜名湖周辺　観光組・ゴルフ組があります。

　　宿泊先：エクシブ浜名湖　静岡県浜松市西区村櫛町字志津ノ前 4320

　　対象者：会員・家族・オブザーバー

　　登録料：会員・家族：45,000 円　　オブザーバー：60,000 円程度

　　締　切：８月 31 日（木）　奮ってご参加ください。

４．８月 24 日（木）卓話について

　　卓話：「改正個人情報保護法」について、　卓話者：水庫会員

　　先週、例会後皆様に標記レジュメとそれに対する事前質問書をメールでお送りいたしました。本日原本

をお配りいたしますが、レジュメに対する事前質問書の回答を８月 21 日（水）までにお願いいたします。

尚、この資料は８月 24 日の卓話日に必ず持参してください。

５．2019 年度規定審議会制定案提出について（理事は理事会で配布済み）

　　※　2016 年度規定審議会において以下のことが決定されました。

　　ａ）　３年に一度開催される規定審議会では、「制定案」及び RI の立場を表明する「見解表明案」（RI 理

事会提出）について審議を行う。

会 長 挨 拶

幹 事 報 告



　　ｂ）新たに、決議審議会の意見表明である「決議案」を電子的コミュニケーショウンを通じて審議する

「決議審議会」を新設し、毎年開催する。

　※以上により、2019 年規定審議会提出制定案を各クラブで検討することになりました。

　※制定案のある会員は９月末までに提出をお願いします。それにより 10 月の理事会で検討し、検討委員会

を立ち上げます。

６．今年度「船橋市市政功労者」の推薦について、山口　習明会員を推薦いたしました。

７．九州北部豪雨災害に対する義援金のお願い（現在 27,000 円集金済み）

　先週より義援金の協力を頂いておりますが、先週欠席の会員はよろしくお願いいたします。１名 1,000 円

以上です。

８．船橋みなと RC 創立 25 周年記念チャリティーゴルフ大会参加者は当日集金とのことでしたが、外部の参

加者もおり、各クラブ事務局で集金することになりました。

　　参加者は事務局に支払いをお願いします。

　　日　時：９月 13 日（水）大栄カントリークラブ　参加費：6,000 円

　　参加者：２組　８名

９．次週８月 17 日（木）の例会は定款第８条第１節により休会です。

【訃報のお知らせ】

　クラブ会員　橋岡　佐喜男様が８月８日、不慮の事故でご逝去されました。

　享年 49 歳でございました。大変残念でございます。

　謹んでご冥福をお祈りしお知らせいたします。

　尚、通夜、告別式はご遺族の強い願いにより家族葬として行いたい旨申し

出があり弔問はご遠慮くださいとのことでした。

　ロータリー歴：2015 年２月５日　入会

　　　　　　　　在籍２年５ケ月（100％皆出席会員）

　職 業 分 類：古典芸能

　紹 　 介 　 者：相澤会員



2017 ～ 18 年度　ガバナー公式訪問プログラム

 日　時：2017 年８月 10 日（木）　

 場　所：クロス・ウエーブ船橋　

１．11：00 ～ 12：00

　　ガバナー補佐、会長、幹事懇談会　場所：パーティールーム

　　次期会長・幹事出席 　  （山﨑会長・鈴木副幹事・水庫会長エレクト）

２．12：30 ～ 13：30

　　第 1932 回例会　場所：クランブルー（例会場）

　　山﨑会長による橋岡会員への黙とう 司会：水庫プログラム委員長

　　ガバナーの卓話　20 ～ 25 分

　　13：30 ～ 13：40　写真撮影：山本雑誌会報・広報委員長

３．13：40 ～ 15：10

　　クラブ協議会（全員参加）　場所：パーティールーム 司会：山﨑会長

　　 第一部

　　　①　会長によるクラブ運営方針：山﨑会長

　　　②　親睦活動担当者による活動案：草野親睦委員長

　　　③　研修担当者による研修計 画：遠田管理運営統括委員長

　　　④　会員増強担当者による増強計画：岡田会員増強活性化統括委員長

　　　⑤　奉仕プロジェクト担当者による実施計画：佐々木国際奉仕委員長

　　　　　・大家職業奉仕委員長・長野社会奉仕委員長

　　　⑥　ロータリー財団担当者による活動計画：山口財団委員長

　　　⑦　米山奨学会担当者による活動計画：度会統括委員長

　　　⑧　ガバナー講評

　　第二部

　　　①　直前会長によるクラブの課題と対策案（佐々木直前会長）

　　　②　ガバナー講評

　　第三部

　　　①　クラブからの質疑とガバナーによる応答

　　　・質問者：岡田前年度ガバナー補佐（地区ガバナー補佐を務めて）

　　　　　　　　山口財団委員長（ロータリー希望の風奨学金への想い）

　　　その他　会員歴の浅い会員の発言：山本会員・三須会員・鯨井会員



　公式訪問卓話

 寺嶋哲生ガバナー　  

　本年度ガバナーを仰せつかっております寺嶋でございま

す。本日は、船橋東ロータリークラブの例会に出席させてい

ただき、大変光栄に存じます。この卓話では、RI 会長テーマ

や私の運営方針など、只今私の思うところを縷々お話し申し

上げます。

　始めに、2017 － 18 年度、RI 会長テーマについて、話を

申し上げます。イアン・ライズリー会長が公表された会長テーマは、英文においては「Rotary : Making a 

Difference」、日本語訳では「ロータリー：変化をもたらす」でございました。このテーマをどう解釈すべき

であるか。ライズリー会長の記された文章や講演から、会長はこのテーマを通じて次の三つの事柄について

言及していると思います。一つ目は、RI が推奨してきた世界有数のボランティア団体を目指すとする方向性

を、会長自らも継承し、推進するという事。二つ目は、その為に、私達ロータリアンには実践的・具体的な

奉仕プロジェクトを強く推奨するという事。三つ目は、その奉仕プロジェクトは、決して自己満足に終始す

ることなく、受益者の人生や境遇を変える結果を伴うものとすべき事。ライズリー会長の真意はこのような

ものであると、私は理解致しました。

　さて、実践的な奉仕プロジェクトを推奨し、かつ、柔軟性を導入した RI ですが、しかし私は職業倫理を

中心とした奉仕の理念を決して忘れた訳ではないと考えております。昨年名古屋で行われた情報研究会にお

いて、前 RI 会長であるジョン・ジャーム氏は、「2016 年の規定審議会において、ロータリーの運営方法につ

いては大幅な柔軟性が認められた。しかし、ロータリーの目的や中核的価値観には全くの変更はなく、ロー

タリーの本質は些かも変わっていない。」と述べられております。同様の発言は、先の国際協議会において、

ライズリー会長もされております。

　では、今後のロータリークラブは、どのような存在意義を持つのか。私の地区運営の基本的な考え方をご

説明する前に、只今日本が置かれた時代背景から考えてみたいと思います。まずは、日本のマクロ経済の動

向から、ロータリーを考えます。

　只今の日本政府の累積債務が、1000 兆円を超え、GDP の２倍を超える水準にまで拡大している事。これ

は、皆様ご承知の通りです。2015 年の春でありましたが、当時自民党の政調会長であった稲田氏は、2020 年

までにプライマリーバランスが均衡できない場合、日本政府は実質的な財政破綻状態に陥る可能性があると

発言されております。では、只今の日本のプライマリーバランスは、どのような状況にあるのか。財務省の

試算によれば、仮に消費税率を 10％に引き上げ、名目で３％、実質で２％の経済成長を達成したとしても、

なお８兆円が不足するとの事であります。そして現実は、消費税率を８％に上げただけにも関わらず、現在

の経済成長率は３％成長には程遠い。稲田氏の見解が正しいとすれば日本は実質的な財政破綻状態に陥る事

になってしまいます。私は、ここ最近、日本の財政に対する危機が、殆ど語られなくなったという印象があ

りますが、その事が逆に事態の深刻さを物語っているように思えてなりません。

　とすれば、今後の日本で起きるであろう経済的な逆境にあって、否応なく輝きを増すのは、ポール・ハリ

スの標榜したロータリーでありましょう。ポール・ハリスに、あなたは何故ロータリーを作ったのですか、

と問うたところ、「寂しかったから」と答えたという有名なエピソードがあります。恐らくポール・ハリス

が欲したものは、信頼できるコミュニティーではなかったか。殺伐とした時代に在って、安らぎを感じられ

る人間関係。そんな、安心できるコミュニティーを欲していたのだと思います。ロータリー創世記にあった

得難い存在感、それが再び重要性を増す、私はそんな風に感じております。逆境にあってこそ存在意義を増



す、ロータリークラブとはそんな存在であると私は考えております。

　次に、今後の人口動態から、戦略計画の重要性について考えてみたいと思います。既に、只今の日本の総

人口が減少に転じている事は、皆様ご承知の通りです。問題は、総人口の減少のみならず、それを上回る速

度で進む生産年齢人口の減少と、高齢化の問題でございます。只今の世代別の人口分布を見れば、70 歳を目

前に控えた団塊世代が、ひときわ大きく突出をし、その次のピークは只今 40 歳前後の世代、いわゆる団塊

ジュニアです。団塊・団塊ジュニアに続く、第三のピークは存在しておりません。すなわち、団塊ジュニア

が死ぬまで、この歪んだ人口分布が解消される事はない。つまり、解消までに 40 年近い歳月が必要である事

になります。

　生産年齢人口を非生産年齢人口で除した数字。これが２を超えている状態を、人口ボーナスと呼ぶそうで

す。嘗ての日本の高度経済成長期が、まさに人口ボーナス期でありました。「成長は全てを覆い隠す」という

格言がありますが、確かに高度経済成長期は、殆どの投資が肯定された時代でした。しかし、只今のような

人口オーナス、ダウンサイジングの時代には、問題を放置すれば傷口は更に広がる。すなわち、時が解決し

てくれない時代であると言えましょう。ロータリーも、例外ではありません。不作為は、すなわち衰退を意

味します。RI が推奨するように、戦略計画が必要となる時代に入ったと言うべきでありましょう。

　理想的には、地区内の全クラブが、夫々に個性あふれるクラブを目指し、独自の戦略計画を立案して実行

する。将来的には、こんな状況を目指すべきでありましょう。とすれば、まず取り組むべきは、夫々のクラ

ブが問題点を抽出し、課題を明確にして、会員相互に共有する。それを端緒に戦略計画の糸口として、将来

的な戦略計画立案に向けて一歩を踏み出す。本年度は、そんな一年とされては如何でありましょうか。

　私は、只今現在、継続性を担保する合意形成の手法が未整備である事。それが、2790 地区の課題であると

考えております。地区においても、本年は、戦略計画を立案する為のスキームを作る事。それが大切である

と、私は考えております。では、どう対応したら宜しいのか。次に、2017 － 18 年度の地区運営に当たり、留

意すべき基本的な考え方について、三つの視点から考察を試みます。

　第一の視点は、理念と実践です。かの決議 23 － 34 が採択される前夜は、職業倫理を重視し、奉仕活動に

おいては、隠匿の美を是とする理念派。そして、金銭的奉仕や身体的奉仕といった、実践的な奉仕活動を是

とする実践派。この理念派と実践派が、その対立を深めていたと聞き及びます。ロータリークラブの設立が

1905 年でありますので、設立から僅か 18 年目の出来事です。加えて、メルビン・ジョーンズによるライオ

ンズクラブの設立が 1917 年でありますので、ロータリーは創立後の間もない時期から、この二つのスタンス

に介在するジレンマと対峙していたのだと言えましょう。

　只今の RI は、世界有数のボランティア団体を目指し、DLP や CLP を推奨しております。しかしその方

向性に対しては、ロータリーの根幹を成すべき職業倫理を軽んじているとの批判を間々耳に致します。他方、

実践派からは、理念にのみ拘泥されるスタンスは、もはや世界の潮流に逆行し、頑なな姿勢はロータリーの

衰退に繋がるとの批判もあるようです。

　では、これらの見解やスタンスの相違をどう咀嚼し、どう解釈したら良いのか。結論から申し上げるなら、

私はこの事自体が、ロータリーの健全さを端的に示す証であると考えます。どちらのスタンスも、共にロー

タリーに対して真摯に向き合う姿勢の結果であり、健全な自己批判の現れである。更に私見を加えるなら、

この二者は決して択一でなく、共存が可能である。理念を掲げ、同時に実践を示す事は、ロータリーを有意

義ならしめる事こそあれ、名誉を損なうものではない。理念は実践を否定せず、実践は理念を否定しない。

私は、そのように考えます。

　第二の視点は、事業と運営です。平成 20 年から施行された公益法人の認可基準によれば、財団や社団が公

益性を認定される基準として、「公益目的事業比率」という概念が提示されました。公益法人の支出する公益

事業費は、運営費を加えた経常的支出に対し、50％を超えていなければならないというルールです。そもそ



も公益事業とは、「不特定かつ多数の福祉の向上に資するもの」と定義されます。ですから、例えばロータ

リーの行う親睦事業。この受益者は会員自身という事ですので、不特定多数ではありません。従って、これ

は共益的な事業であって、公益事業としては認められない事になります。ロータリーの行う社会奉仕や国際

奉仕・青少年奉仕といった奉仕プロジェクト、加えてロータリー財団や米山奨学会に掛かる事業費が、公益

事業費として認められる事になります。

　勿論、ロータリークラブは法人化されていない任意団体でありますし、公益性の認定を目指している訳で

はありません。そもそも、会員間の親睦といった共益的事業も、極めて重要な事業の柱の一つでありますか

ら、公益目的事業比率を 50％以上にすべき蓋然性はありません。しかし、RI が世界有数のボランティア団

体を目指しているのであれば、私達の支出する会費の使われ方が、幾許かでも公益的に使われる比率を高め

る。そんな意識は、大切であると考えます。

　第三の視点は、継続と革新です。決議 23 － 34 の第４項「奉仕する者は行動しなければならない」から始

まる条文には、「いずれのロータリークラブも、毎年度、何か一つの主だった社会奉仕活動を、それも毎年

度異なっていて、できればその会計年度内に完了できるようなものを後援する事が望ましい」と記されてお

り、単年度主義が明確です。また第５項には、「いかなるクラブも、ロータリーの目的を無視したり、ロータ

リークラブ結成の本来の目的を危うくするような社会奉仕活動を行ってはならない」と記されており、この

文章を始めとする決議 23 － 34 に散りばめられた精神は、ロータリーを志す人間の姿勢を明確にし、職業人

として取り組むべきは自らのスキルを活かした職業倫理の実践であるべきであるとし、金銭的身体的な奉仕

活動はアマチュアリズムの限界を正しく認識して取り組むべきであるとの内容を謳っている様に思います。

私は、この事には、この上なく良質なロータリーの節度を感じます。私は、職業こそが最大の社会貢献であ

ると考えておりますゆえ、この精神には、深く感銘し共感を覚えます。恐らくは、日本のロータリアンが薫

陶を受け、今なお敬愛するロータリーとは、このような存在であったのだと思われます。

　しかしながら、近年の RI の目指す方向性は、陰徳の美から陽徳の団体への変質を求めており、更には戦

略計画委員会の設置が推奨されるなど、事業の継続性が推奨され始めております。実際、ポリオプラスに代

表されるロータリー財団の行う各種事業は、単年度では全く意味をなさない壮大な事業である。まさに、継

続は力なりを体現する、プロフェッショナリズムに満ちた奉仕活動であります。先に開催された国際協議会

においても、RI 会長は繰り返し「持続可能性と継続」について口述されておりました。私は、「持続可能性」

とは自律的に継続可能となる事業の質についての概念である。一方「継続」とは、事業の効果を高めるため

のリーダーシップの継続を意味しているものと理解致します。いずれにせよ、RI は従来の単年度主義を超

え、より責任を伴う奉仕プロジェクトを要求しているものと感じますが、如何でありましょうか。

　最後に、地区の戦略計画委員会について、お話を申し上げます。先に、人口動態と戦略計画についてお話

申し上げましたが、人口減少期においては、不作為は事業の衰退を意味致します。しかし、永年、単年度主

義を旨として来たロータリーですから、複数年度に渡る事業継続の意思決定方法が、未整備であると考えま

す。それは、2790 地区においても例外ではなく、故に、戦略計画委員会を恒常的に機能させ、地区の戦略計

画に反映させる事。それが、私の最も重要なミッションであると考えております。

　私の考える地区戦略計画委員会は、ガバナー・ガバナーエレクト・ガバナーノミニー・ガバナーノミニー

デジグネイト・直前ガバナー・前前年ガバナーより構成される委員会とし、必要に応じて、実務レベルの検

討を行う委員を任命致します。地区において、単年度では意味をなさない事業計画や、一年間で合議に達す

る事が難しい改変等を審議立案する事を目途と致します。当面の課題として、櫻木年度において提起された、

分区の再編・地区事務所の設置、および、地区の法人化を検討したいと考えます。どれもが、賛否両論ある

重要な命題です。短兵急に結論を導くのは、適切ではありません。であるが故に、情報を集めて課題を整理

し、得失を明らかにして合意を形成し、最終的な是非を判断する。そんな機能を有する戦略計画委員会が、



必要であると考える次第です。

　以上、初めに RI 会長テーマ、次いでマクロ経済から考えるロータリーの存在意義と、人口動態から見た

戦略計画の必要性をお話し、合わせて私の運営方針について基本的な考え方をご説明申し上げました。本年

度、船橋東ロータリークラブの活動が実り多いものとなります事を心より祈念し、私の卓話とさせて頂きま

す。ご清聴に感謝申し上げます。

・寺嶋ガバナー一年間よろしくお願い申し上げます。 山口　習明

・寺嶋ガバナー本日の卓話に感謝、ありがとうございました。 遠田　毅

・寺嶋ガバナー様、神野様、井上様、国分ガバナー補佐様、本日はご訪問ありがとうございます。

 鈴木　隆男

・寺嶋ガバナー様、当クラブへのご訪問ありがとうございました。 水庫　直子

・寺嶋ガバナーヨウコソ、当クラブ公式訪問の卓話は大変感銘を受けました。固すぎたとは思いません。前

年度ガバナー補佐として一言です。 岡田　敏男

・寺嶋ガバナー。本日は卓話ありがとうございました。一年間我がクラブをよろしくお願い申し上げます。

 大家　浩明

・寺嶋ガバナー、卓話ありがとうございました。守るべきところと変わるべきところを決めるのは難しいと

　思いました。橋岡さん、寂しいです。 山本　宏子

・ホームクラブ出席より全国各地を飛び回ってのメークアップ出席が多かった元気な橋岡会員のご冥福をお

祈りいたします。 遠田　毅

・橋岡会員のご冥福をお祈り申し上げます。 柴田　正道

・橋岡　佐喜男佐様のご冥福をお祈りいたします。大変残念で悲しいことです。いろいろなことが思ひ出さ

　れます。 鈴木　恭浩

・橋岡さん、残念です。 佐々木　光博

・橋岡佐喜男さんを思い、非常に残念でなりません。前回の夜間例会で２人で話し込んで楽しい時間が忘れ

られません。やすらかにお休みください。 度会　一也

・橋岡さん、ご冥福をお祈りいたします。あらためて山﨑会長と会員有志による偲ぶ会をお願い申し上げま

す。 相澤　友夫

・橋岡さんのご逝去を心からお悔やみ申し上げます、狂言の世界を教えていただき、妻ともどもこれからの

　舞台を観させて頂きます。やすらかに・・・ 大家　浩明

・故橋岡さんの訃報にただただ驚いております。短い付き合いでしたが雨の中、QVC マリンスタジアムで、

　ロッテとオリックス戦でのこと、40 周年での協力に感謝いたします。ゆっくりお休みください。

 岡田　敏男

・橋岡会員のご冥福を心よりお祈り申し上げます。寺嶋ガバナー。卓話ありがとうございました。

 三浦　時子

今 週 の ニ コ ニ コ BOX ８月 10 日　16,000 円 累計　178,000 円



※例会終了後　写真撮影（広報委員会による）

次回予定

　８月 17 日（木）は、お盆休み

　８月 24 日（木）　第 1933 回例会　改正個人情報保護法　水庫会員

８月24日（木）　卓話

　　　　　　　改正個人情報保護法　水庫会員

　　31日（木）　

９月７日（木）　三つのお祝い　会員スピーチ

　　　　　　　理事会

　　12日（火）　第2分区第2回会長幹事会

週報今週の担当　　山　本

８・９月のプログラム


